
(57)【要約】

【課題】　シール部品の構造の複雑化を招くことなく、

ハウジング構成部品間の隙間を確実に密閉できるように

して、液密性の向上と製造コストの低減を両立させる。

【解決手段】　ハウジング構成部品１６Ｂ，１６Ｃ相互

の合わせ面にシール部材１７ａ，１７ｇを配置し、その

シール部材１７ａ，１７ｇの端部相互を前記合わせ面上

で隙間２２をもって付き合わせる。隙間２２の背部を閉

塞壁２４によって閉塞すると共に、ハウジング構成部品

１６Ｂの外側面に、前記シール部材１７ａ，１７ｇの端

部相互の隙間２２部分に連通する開口２３を設ける。ハ

ウジング構成部品１６Ｂ，１６Ｃを組付け、開口２３を

通してシール部材１７ａ，１７ｇの隙間２２部分に液密

性接着剤１８を充填する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 が 接 合 さ れ て 成 る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に シ ー ル 部 材 を 配 置 し 、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部
相 互 を 前 記 合 わ せ 面 上 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ せ る と 共 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面
に 、 前 記 シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 の 隙 間 部 分 に 連 通 す る 開 口 を 設 け 、 前 記 隙 間 部 分 に 液 密 性
接 着 剤 を 充 填 し た こ と を 特 徴 す る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 隙 間 部 分 の 背 部 を 閉 塞 す る 閉 塞 壁 を ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 に 突 設 し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 開 口 を 液 密 性 接 着 剤 の 充 填 口 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ま た は ２ に 記 載 の 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 複 数 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 が 接 合 さ れ て 成 る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ を 組 み 立 て
る 組 立 方 法 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に 連 通 す る 開
口 を 設 け て お き 、 そ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に シ ー ル 部 材 を 配 置 す る と 共 に
、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 を 前 記 開 口 に 臨 む 合 わ せ 面 上 の 位 置 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ
せ 、 そ の 後 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 組 付 け 、 さ ら に 、 そ の 状 態 で シ ー ル 部 材 の 前 記 端
部 相 互 間 の 隙 間 部 分 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 前 記 開 口 を 通 し て 液 密 性 接 着 剤 を 注 入 充 填 す
る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ の 組 立 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 複 数 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 が 結 合 さ れ て 成 る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ を 組 み 立 て
る 組 立 方 法 に お い て 、
　 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に 連 通 す る 開
口 を 設 け て お き 、 そ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に シ ー ル 部 材 を 配 置 す る と 共 に
、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 を 前 記 開 口 に 臨 む 合 わ せ 面 上 の 位 置 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ
せ 、 そ の 隙 間 部 分 に 液 密 性 接 着 剤 を 充 填 し た 後 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 組 付 け る こ と
を 特 徴 と す る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ の 組 立 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ と そ の 組 立 方 法 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 工 業 用 や 医 療 用 と し て 使 用 さ れ る 内 視 鏡 装 置 は 、 内 視 対 象 で あ る 管 腔 等 に 挿 入 さ れ る 挿
入 部 が 、 各 種 ボ タ ン や レ バ ー を 備 え た 操 作 部 に 接 続 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 操 作 部 は 、 そ の ハ ウ ジ ン グ の 外 面 側 に 前 記 ボ タ ン や レ バ ー が 配 置 さ れ て い る ほ か 、
長 尺 な 挿 入 部 や 装 置 本 体 部 と の 接 続 ケ ー ブ ル が 延 設 さ れ て い る 。 こ の た め 、 操 作 部 ハ ウ ジ
ン グ は 複 数 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 に よ っ て 分 割 構 成 さ れ 、 ボ タ ン や レ バ ー 等 の 操 作 部 品 や
、 挿 入 部 や ケ ー ブ ル 等 の 引 き 出 し 部 を 確 実 に 組 み 付 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ５ ４ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 内 視 鏡 装 置 は 室 内 の 特 定 施 設 内 ば か り で な く 、 外 部 に 持 ち 出 さ れ
て 様 々 な 環 境 で 使 用 さ れ る 。 こ の た め 、 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 過 酷 な 条 件 下 で 使 用 し た 場
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合 に あ っ て も 内 部 に 水 滴 や 湿 気 、 油 分 等 が 入 り 込 み に く い 構 造 に す る 必 要 が あ り 、 現 在 、
こ の シ ー ル の た め の 構 造 が 検 討 さ れ て い る 。
　 し か し 、 上 述 の よ う に 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ は 、 外 面 側 に 複 数 の 操 作 部 品 や 引 き 出 し 部 が 設
け ら れ て い る た め に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 が 多 く 、 し か も 、 そ の 合 わ せ 面
の 形 状 が 複 雑 に な り 易 い 。 こ の た め 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 相 互 間 に 継 ぎ 目 の な い シ ー ル
部 品 を 配 置 し よ う と す る と 、 シ ー ル 部 品 が ど う し て も 複 雑 に な り 、 製 造 コ ス ト の 高 騰 を 避
け る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で こ の 発 明 は 、 シ ー ル 部 品 の 構 造 の 複 雑 化 を 招 く こ と な く 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 間
の 隙 間 を 確 実 に 密 閉 で き る よ う に し て 、 液 密 性 の 向 上 と 製 造 コ ス ト の 低 減 を 両 立 さ せ る こ
と の で き る 内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ と そ の 組 立 方 法 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 複 数 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 が 接 合 さ れ て 成 る
内 視 鏡 装 置 の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ に お い て 、 前 記 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に シ ー
ル 部 材 を 配 置 し 、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 を 前 記 合 わ せ 面 上 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ せ
る と 共 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面 に 、 前 記 シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 の 隙 間 部 分 に 連 通
す る 開 口 を 設 け 、 前 記 隙 間 部 分 に 液 密 性 接 着 剤 を 充 填 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 の 場 合 、 シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 の 隙 間 に 液 密 性 接 着 剤 を 充 填 す る と 、 そ の 接 着
剤 に よ っ て シ ー ル 部 材 の 端 部 間 の 隙 間 が 密 閉 さ れ る 。 こ の と き 、 シ ー ル 部 材 の 端 部 間 の 隙
間 が 液 密 性 接 着 剤 に よ っ て 完 全 に 埋 め ら れ た か ど う か は 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 面 側 の
開 口 か ら の 接 着 剤 の 漏 れ 出 し 具 合 に よ っ て 知 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 液 密 性 接 着 剤
が 開 口 の 端 部 付 近 ま で 漏 れ 出 て き て い な け れ ば 、 接 着 剤 の 充 填 量 が 不 充 分 で あ る と 判 断 し
て 接 着 剤 を 追 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 に は 、 シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 の 隙 間 を 閉 塞 す る 閉 塞 壁 を 突 設
す る よ う に し て も 良 く 、 こ の よ う に 閉 塞 壁 を 設 け た 場 合 に は 、 液 密 性 接 着 剤 の ハ ウ ジ ン グ
構 成 部 品 の 内 側 へ の 漏 れ を 無 く し て 、 シ ー ル 部 材 の 端 部 間 の 隙 間 に 液 密 性 接 着 剤 を よ り 確
実 に 充 填 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 開 口 は 液 密 性 接 着 剤 の 充 填 口 と し て も 良 く 、 こ の よ う に
し た 場 合 に は 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 組 付 け た 後 に 開 口 を 通 し て 接 着 剤 の 充 填 を 行 な
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ の 組 立 手 順 と し て は 、 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面 に 、 ハ ウ
ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に 連 通 す る 開 口 を 設 け て お き 、 そ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相
互 の 合 わ せ 面 に シ ー ル 部 材 を 配 置 す る と 共 に 、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 を 前 記 開 口 に 臨
む 合 わ せ 面 上 の 位 置 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ せ 、 そ の 後 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 組 付
け 、 さ ら に 、 そ の 状 態 で シ ー ル 部 材 の 前 記 端 部 相 互 間 の 隙 間 部 分 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の
前 記 開 口 を 通 し て 液 密 性 接 着 剤 を 注 入 充 填 す る よ う に し て も 良 い 。
　 ま た 、 別 の 組 立 手 順 と し て は 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 外 側 面 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相
互 の 合 わ せ 面 に 連 通 す る 開 口 を 設 け て お き 、 そ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 の 合 わ せ 面 に シ
ー ル 部 材 を 配 置 す る と 共 に 、 そ の シ ー ル 部 材 の 端 部 相 互 を 前 記 開 口 に 臨 む 合 わ せ 面 上 の 位
置 で 隙 間 を も っ て 付 き 合 わ せ 、 そ の 隙 間 部 分 に 液 密 性 接 着 剤 を 充 填 し た 後 に ハ ウ ジ ン グ 構
成 部 品 相 互 を 組 付 け る よ う に し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 シ ー ル 部 材 の 端 部 間 に 隙 間 を 設 け て そ の 隙 間 に 液 密 性 接 着 剤 を 充 填 す る よ
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う に し た た め に 、 シ ー ル 部 材 自 体 の 構 造 を 簡 素 化 す る こ と が で き 、 し か も 、 ハ ウ ジ ン グ 構
成 部 品 の 外 側 面 に 設 け た 開 口 を 通 し て 前 記 隙 間 へ の 接 着 剤 充 填 量 を 確 認 す る こ と が で き る
た め に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 確 実 に 密 閉 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 発 明
に よ れ ば 、 シ ー ル 部 材 と 液 密 性 接 着 剤 に よ っ て ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 間 の 液 密 性 の 向 上 を 図
り つ つ 、 シ ー ル 部 材 自 体 の 構 造 の 簡 素 化 に よ っ て 製 造 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 こ の 発 明 の 各 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 尚 、 各 実 施 形 態 に つ い て は 、
同 一 部 分 に 同 一 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 部 分 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 最 初 に 、 図 １ ～ 図 ６ に 示 す 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ２ は 、 こ の 発 明 に か か る 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ を 採 用 す る 内 視 鏡 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す も
の で あ り 、 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の 内 視 鏡 装 置 は 、 略 長 方 体 状 に 形 成 さ れ た 装 置 本 体 部 １
に ケ ー ブ ル ２ を 介 し て 操 作 部 ３ が 接 続 さ れ 、 内 視 対 象 で あ る 配 管 ４ 等 に 挿 入 さ れ る 長 尺 な
挿 入 部 ５ が そ の 操 作 部 ３ の 先 端 に 延 設 さ れ て い る 。 装 置 本 体 部 １ は 、 バ ッ テ リ ー 電 源 や 各
種 の 制 御 機 器 を 内 蔵 す る と 共 に 、 外 部 に モ ニ タ ー ６ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 肩 掛 け ベ ル ト
７ や ウ エ ス ト バ ン ド 等 に よ っ て 内 視 作 業 時 に 作 業 者 の 身 体 に 装 着 さ れ る よ う に な っ て い る
。 操 作 部 ３ は 、 内 視 作 業 時 に 作 業 者 の 手 に 把 持 さ れ る 部 分 で あ り 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 挿
入 部 ５ の 先 端 側 を 湾 曲 操 作 す る た め の レ バ ー ９ や 各 種 の 操 作 ボ タ ン １ ０ が ガ ン グ リ ッ プ 状
の 把 持 部 １ １ と 共 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 ５ は 、 先 端 部 に 観 察 光 学 系 と Ｌ Ｅ Ｄ 等
の 照 明 手 段 （ 図 示 せ ず 。 ） が 設 け ら れ 、 先 端 部 を 除 く ほ ぼ 全 体 が 柔 軟 性 を 有 す る 材 料 に よ
っ て 形 成 さ れ て い る 。 尚 、 図 ３ 中 １ ２ は 、 操 作 部 ３ の 落 下 時 等 に レ バ ー ９ が 損 傷 す る の を
防 止 す る 保 護 カ バ ー で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 挿 入 部 ５ の 先 端 側 の 湾 曲 操 作 は 、 前 記 レ バ ー ９ の 付 根 部 側 に 接 続 さ れ た 図 示 し な
い 複 数 の ワ イ ヤ に よ っ て 行 な わ れ 、 そ の レ バ ー ９ に よ る ワ イ ヤ 操 作 は 操 作 部 ３ 内 に 設 け ら
れ た モ ー タ に よ る ア シ ス ト 機 構 （ 図 示 せ ず ） で 助 勢 さ れ る よ う に な っ て い る 。 操 作 部 ３ は
、 そ の ほ ぼ 中 央 に 前 記 ア シ ス ト 機 構 が 内 蔵 さ れ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 そ の 機 構 内 蔵 部 １ ３
の 下 端 に 挿 入 部 ５ の 引 き 出 し 部 １ ４ が 一 体 に 延 設 さ れ る と 共 に 、 機 構 内 蔵 部 １ ３ の 上 端 に
前 記 把 持 部 １ １ が 屈 曲 し て 延 設 さ れ て い る 。 ま た 、 前 記 レ バ ー ９ は 機 構 内 蔵 部 １ ３ の 上 面
側 に 配 置 さ れ 、 把 持 部 １ １ の 先 端 側 に は ケ ー ブ ル の 引 き 出 し 部 １ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま
た 、 把 持 部 １ １ の 付 根 部 分 の 下 面 に は 操 作 ボ タ ン １ ０ が 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ こ で 、 操 作 部 ３ の ハ ウ ジ ン グ （ 以 下 、 「 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ 」 と 呼 ぶ 。 ） は 、 図 １
に 示 す よ う に ３ つ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ に よ っ て 構 成 さ れ て い る
。 具 体 的 に は 、 こ の う ち の 二 つ の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ は 、 機 構 内 蔵 部 １ ３
と 把 持 部 １ １ の 上 面 を 除 く 部 分 を 半 割 り 状 に 構 成 し 、 残 余 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｃ は
機 構 内 蔵 部 １ ３ と 把 持 部 １ １ の 上 面 部 分 を 構 成 し て い る 。 し た が っ て 、 こ の 操 作 部 ハ ウ ジ
ン グ １ ６ は 概 略 で 見 れ ば 部 品 １ ６ Ａ と １ ６ Ｂ 、 １ ６ Ａ と １ ６ Ｃ 、 １ ６ Ｂ と １ ６ Ｃ の 三 つ の
合 わ せ 面 を 持 つ こ と に な る が 、 こ れ ら の 合 わ せ 面 は 一 様 な 単 純 な 形 状 で は な く 、 そ の 途 中
に 、 挿 入 部 ５ や ケ ー ブ ル ２ を 引 き 出 し た り 、 操 作 ボ タ ン １ ０ を 外 部 に 突 出 さ せ る た め の 特
殊 形 状 部 分 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ ら の 合 わ せ 面 に は 以 下 の よ う な シ ー ル 構 造 が
設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 即 ち 、 こ の シ ー ル 構 造 は 、 図 １ ， 図 ４ に 示 す よ う に 、 ゴ ム 等 の 弾 性 体 か ら 成 る 複 数 の シ
ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ を 主 要 素 と し て 構 成 さ れ 、 こ れ ら の 隣 接 す る シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～
１ ７ ｈ 相 互 が 液 密 性 接 着 剤 １ ８ に よ っ て 結 合 さ れ る よ う に な っ て い る 。 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ
～ １ ７ ｈ は 、 前 述 の 合 わ せ 面 に 沿 っ て ８ つ に 分 割 し て 形 成 さ れ 、 こ れ ら が 夫 々 合 わ せ 面 上
に 位 置 決 め さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ の 間 に は シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～
１ ７ ｆ が 配 置 さ れ 、 そ の う ち の シ ー ル 部 材 １ ６ ｂ ， １ ６ ｄ ， １ ６ ｆ は 環 状 部 を 有 し 、 そ の
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各 環 状 部 に 夫 々 挿 入 部 ３ 、 操 作 ボ タ ン １ ０ 、 ケ ー ブ ル ２ （ 図 ２ ， 図 ３ 参 照 。 ） が 挿 通 さ れ
る よ う に な っ て い る 。 ま た 、 シ ー ル 部 材 １ ６ ａ は そ の 上 端 部 が 略 Ｔ 字 状 に 形 成 さ れ （ 以 下
、 こ の 部 分 を 「 Ｔ 字 片 １ ９ 」 と 呼 ぶ 。 ） 、 そ の Ｔ 字 片 １ ９ の 両 側 に 張 り 出 し た 部 分 が ハ ウ
ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ と １ ６ Ｃ 、 １ ６ Ｂ と １ ６ Ｃ の 各 合 わ せ 面 の 間 に 配 置 さ れ る よ う に な
っ て い る 。 尚 、 シ ー ル 部 材 １ ６ ｆ の 配 置 さ れ る ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ と １ ６ Ｂ の 上 部
コ ー ナ に は 窪 み （ 符 号 省 略 。 ） が 設 け ら れ 、 そ の 窪 み 部 と 残 余 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６
Ｃ の 下 面 と が 三 つ の 構 成 部 品 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ の 合 わ せ 面 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 各 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ は 夫 々 具 体 的 な 形 状 は 異 な る が 、 各 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ
～ １ ７ ｈ の 配 置 部 は 基 本 的 に 同 様 の シ ー ル 構 造 と な っ て い る 。 し た が っ て 、 以 下 で は シ ー
ル 部 材 １ ７ ａ の 上 端 の Ｔ 字 片 １ ９ と 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ｇ の 端 部 の 付 き 合 わ せ 部 分 の シ ー ル
構 造 を 代 表 と し て 説 明 し 、 他 の 部 分 の 具 体 的 な シ ー ル 構 造 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る も の
と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ ， 図 ６ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｂ の 上 端 の 合 わ せ 面 の 内 縁 部
に は 、 合 わ せ 面 の 外 側 一 般 部 ２ ０ に 対 し て 段 差 状 に 窪 ん だ シ ー ル 支 持 壁 ２ １ が 設 け ら れ て
お り 、 そ の シ ー ル 支 持 壁 ２ １ 上 に シ ー ル 部 材 １ ７ ａ の Ｔ 字 片 １ ９ と シ ー ル 部 材 １ ７ ｇ が 配
置 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の と き 隣 接 す る シ ー ル 部 材 １ ７ ａ 、 １ ７ ｇ の 端 部 相 互 は 隙 間 ２
２ を も っ て 付 き 合 わ さ れ て お り 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｂ の 上 端 部 外 面 側 に は 前 記 隙 間
２ ２ 部 分 に 連 通 す る 開 口 ２ ３ が 切 欠 か れ て い る 。 一 方 、 他 方 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｃ
の 合 わ せ 面 の 内 縁 に は 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ， １ ７ ｇ 間 の 隙 間 ２ ２ の 背 面 側 を 閉 塞 す る 閉 塞
壁 ２ ４ が 突 設 さ れ て い る 。 こ の 閉 塞 壁 ２ ４ は 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ， １ ７ ｇ 間 の 隙 間 ２ ２ よ
り も 充 分 に 幅 広 に 形 成 さ れ 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｂ と １ ６ Ｃ を 組 付 け た と き に 、 そ の
先 端 面 が 支 持 壁 ２ １ の 上 面 に 当 接 す る よ う に な っ て い る 。 尚 、 図 ６ （ Ａ ） 中 、 ２ ５ は 、 ハ
ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ の 組 付 時 に シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ， １ ７ ｇ を 加 圧 し て 密 閉 性
を 高 め る た め の 押 圧 突 起 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 上 の 構 成 に お い て 、 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ を 組 立 て る 場 合 に は 、 ま ず 、 ハ ウ ジ ン グ 構
成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ の 合 わ せ 面 に シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ を 適 宜 取 り 付 け 、 ア シ ス ト
機 構 や 各 種 機 能 部 品 の 周 囲 を 取 り 囲 む よ う に し て ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ を 仮
組 付 け す る 。 尚 、 こ の 仮 組 付 け 時 に は 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ は 各 部 品 に 設
け ら れ た 係 止 突 起 （ 図 示 省 略 ） の 係 合 等 に よ っ て 相 互 に 固 定 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き 各 シ
ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ の 端 部 間 の 隙 間 ２ ２ は 、 閉 塞 壁 ２ ４ に よ っ て 背 面 側 を 閉 塞 さ れ る
共 に 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ の 開 口 ２ ３ に よ っ て 外 部 と 連 通 す る （ 図 ６ （ Ａ
） の 状 態 ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 こ の 状 態 か ら シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ 間 の 隙 間 ２ ２ に 、 図 ６ （ Ｂ ） に 示 す よ う
に 開 口 ２ ３ を 通 し て 注 入 針 ２ ６ を 挿 入 し 、 そ の 注 入 針 ２ ６ に よ っ て 隙 間 ２ ２ に 液 密 性 接 着
剤 １ ８ を 充 填 す る 。 こ の と き 、 隙 間 ２ ２ は 背 部 側 を 閉 塞 壁 ２ ４ に よ っ て 閉 塞 さ れ て い る た
め 、 隙 間 ２ ２ が 接 着 剤 １ ８ で 満 た さ れ る と 開 口 ２ ３ の 端 部 か ら 接 着 剤 １ ８ が 盛 り 上 が り 、
そ れ に よ っ て 接 着 剤 １ ８ が 完 全 に 充 填 さ れ た こ と を 目 視 確 認 す る こ と が で き る 。 そ し て 、
ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ は 、 こ う し て シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ 間 の 隙 間 ２ ２
に 液 密 性 接 着 剤 １ ８ が 充 填 さ れ る と 、 最 後 に ビ ス 止 め 等 に よ っ て 本 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う に し て 組 立 て ら れ た 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ と 液
密 性 接 着 剤 １ ８ に よ っ て ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ 相 互 の 合 わ せ 面 が 確 実 に 密 閉
さ れ る た め 、 過 酷 な 環 境 下 で の 使 用 に よ っ て も 内 部 に 水 滴 や 油 分 が 浸 入 す る の を 防 止 す る
こ と が で き る 。 そ し て 、 さ ら に こ の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ
～ １ ６ Ｃ の 合 わ せ 面 が 交 錯 し た り 、 合 わ せ 面 の 途 中 に 挿 入 部 ３ や ケ ー ブ ル ２ の 引 き 出 し 部
等 が 配 置 さ れ た 複 雑 な 構 造 で あ る に も 拘 ら ず 、 複 数 の シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ を 合 わ せ
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面 上 で 液 密 性 接 着 剤 １ ８ で 繋 ぎ 合 わ せ た 形 で 用 い る た め 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ 単 品
の 構 造 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 シ ー ル 部 材 を す べ て 一 体 に 造 形 す る 場 合
に 比 較 し て シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ の 製 造 が 容 易 に な り 、 低 コ ス ト で の 製 造 が 実 現 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 こ の 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ １ ６ は 、 シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ の 全 域 に 液 密 性 接 着 剤
１ ８ を 塗 布 す る の で は な く 、 隣 接 す る シ ー ル 部 材 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ 間 に の み 接 着 剤 １ ８ を 充
填 す る も の で あ る た め 、 メ ン テ ナ ン ス 時 に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ を 容 易 に 分
解 す る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 と こ ろ で 、 以 上 で は ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ 相 互 を 仮 組 付 け し た 後 に 、 ハ ウ
ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ の 開 口 ２ ３ を 通 し て 隙 間 ２ ２ に 液 密 性 接 着 剤 １ ８ を 充 填 し
た が 、 図 ７ に 示 す 第 ２ の 実 施 形 態 の よ う に ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ａ ， １ ６ Ｃ 相 互 を 仮 組
付 け す る 前 に 各 隙 間 ２ ２ に 接 着 剤 １ ８ を 充 填 す る よ う に し て も 良 い 。 こ の 実 施 形 態 の 場 合
、 隙 間 ２ ２ の 背 部 を 閉 塞 す る 閉 塞 壁 ２ ４ は シ ー ル 部 材 を セ ッ ト す る 側 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部
品 １ ６ Ｂ の 合 わ せ 面 部 分 に 突 設 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 組 付 方 法 で は 仮 組 付 け 前 に 隙 間 ２ ２ に 液 密 性 接 着 剤 １ ８ を 充 填 す る も の で あ る が 、
こ の と き 図 ７ （ Ａ ） に 示 す よ う に 接 着 剤 １ ８ が 若 干 盛 り 上 が る 程 度 に 隙 間 に 充 填 す れ ば 、
次 の ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 １ ６ Ｂ ， １ ６ Ｃ の 仮 組 付 時 に 隙 間 ２ ２ に 接 着 剤 １ ８ が 充 分 に 行 き
渡 り 、 余 分 な 接 着 剤 １ ８ が 開 口 ２ ３ の 端 部 方 向 に 押 し 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ の 実 施 形
態 の 組 立 方 法 を 採 用 し た 場 合 に も 、 液 密 性 接 着 剤 １ ８ が シ ー ル 部 材 間 の 隙 間 ２ ２ に 完 全 に
充 填 さ れ た こ と を 前 述 の 実 施 形 態 と 同 様 に 目 視 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 尚 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 は 上 記 の 実 施 形 態 に 限 ら ず 種 々 の 態 様 が 採 用 可 能 で あ り 、 例 え
ば 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 数 や シ ー ル 部 材 の 分 割 数 等 は 上 記 の も の に 限 ら ず 自 由 に 設 定 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 形 態 を 示 す 使 用 時 に お け る 全 体 構 成 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 形 態 を 示 す 操 作 部 の 側 面 図 。
【 図 ４ 】 同 実 施 形 態 を 示 す シ ー ル 部 品 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 同 実 施 形 態 を 示 す 上 部 側 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 の 背 面 図 。
【 図 ６ 】 同 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 図 １ の Ａ － Ａ 部 分 に 対 応 す る 接 着 剤 充 填 前 の 拡 大
断 面 図 （ Ａ ） と 、 接 着 剤 充 填 時 の 拡 大 図 （ Ｂ ） を 併 せ た 図 。
【 図 ７ 】 こ の 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 図 １ の Ａ － Ａ 部 分 に 対 応 す る 接 着
剤 充 填 直 後 の 拡 大 断 面 図 （ Ａ ） と 、 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品 相 互 を 組 付 け た と き の 拡 大 断 面 図
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ６ 　 操 作 部 ハ ウ ジ ン グ
　 １ ６ Ａ ～ １ ６ Ｃ 　 ハ ウ ジ ン グ 構 成 部 品
　 １ ７ ａ ～ １ ７ ｈ 　 シ ー ル 部 材
　 １ ８ 　 液 密 性 接 着 剤
　 ２ ２ 　 隙 間
　 ２ ３ 　 開 口
　 ２ ４ 　 閉 塞 壁
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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